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通訳の現場は、実に多岐にわたる。外交や国際政治、情
報技術、環境などをテーマに専門家同士のコミュニケーションの場を通訳する会議通訳。紛争や自然災害など、日々世界のさまざまな国・地域で起こる出来事の報道にあたり奮闘する放送通訳。合併や買収など、産業界のトップリーダー同士の複雑な交渉の場で活躍するビジネス通訳。いずれの通訳も、表層的なことばの訳出のみを追い求めてはならない。通訳は、常にことば 裏側にある話し手のメッセージや真 ねらいを含む 感情を読 取り、異なる文化を調整しながら訳出 任を担うことは、これまで先人らによる書物でも明らかとなっている。日本における同時通訳の第一人者として知られる鳥飼玖美子による『通訳者と戦後日米外交』はその一例である。
しかし感情に対し、踏み入ったアプローチを求められる
通訳がある。コミュニティ通訳である。
コミュニティ通訳は「司法、行政、教育、医療等の分野
で、言語・文化的なマイノリティとしておかれている人たちを、通訳 翻訳面から支援し、ホスト社会につなげる『橋渡し役』を務める」とされており、通訳の主な対象者は地域社会に暮らす一般の外国人住民である。当然、通訳 あたる内容は、外交政策や最先端の技術などではない。コミュニティ通訳研究の先駆者による「人間のプライバシーにもっとも近い通訳」との定義からも教示されるように、コミュニティ通訳が日々現場で対峙するのは、あくまでも市井の人々が生活を営むうえで抱える苦しみや悲しみ、痛みなど、さまざまな感情そのものである。
現在日本には、統計調査を開始して以降、過去最高とな
る二四七万人を超える外国人が生活者 して暮ら ており、定住化が進んでいる。水野真木子・内藤稔『コミュニティ通訳──多文化共生社会のコミュニケーション にあるよ
うに、現代日本社会で起こる問題は、日本人にとって固有のものではありえない。日本社会での暮らしが長くな につれ、外国人住民もまた就職や結婚、子育て、介護など、ライフステージを追うごとに多様化・複雑化する諸問題直面し、感情を揺さぶられている
職場の人間関係やドメスティックバイオレンスや児童虐
待、待機児童やいじめ、あるいは老老介護もまた、日本に暮らす外国人のあいだで 広く散見される問題であり それらの相談の場においてはこころの葛藤や苛立ち、どうしようもなさなど、さまざまな生々しい感情で満ちている。
雇用主による賃金未払いに対し、怒りに震える技能実習
生。配偶者の暴力により、顔中あざだらけ なりつつも、すでに何も発する気力もなく緘
かん
黙もく
する女性。長いあいだ育
児放棄を受けた結果、子どもらしい笑顔をとうに忘れてしまった少年。感情とは、ことばにならない彼ら・彼女らこころの叫びそのものであ 。
このような現場において、通訳行為を通し、専門家とと
もに問題解決 一助を担うコミュニティ通訳は どうしても感情に対して繊細にならざるを得ない 問題を抱えた当事者のこころに寄り添い、共感的に話を聴く。しかしその際、決しておごりがあっては ない。時として、当事者の気持ちのまま、そっとしておくことも必要だろう ここ
ろのひだを読み取らなければならない。
またコミュニティ通訳には、何よりも自分自身の感情を
管理することが求められる。相談者のあまりにも陰鬱で暗然たる状況に際し、自身のこころが激しく揺さぶられることもある。流されてしまいそうになることも 。しかしそれをことばや表情にあらわさない冷静さが必要だ。コミュニティ通訳は感情労働でもあるのだ。
異なる人生観や価値観のなかを必死にもがき、浮動しつ
づけてきた感情 、沈着した思い ともに、自 が紡ぐ言語に託す。そして今日もまた、託しつづけ 。
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